








かの論文が掲載され始めている（Ogino 2004、Kaneko 2006、Borovoy 2008）。また、青少年
支援を目的としたNPOやNGOの活動報告の中で、実際にひきこもり問題を抱えている若者や
その家族を対象としたリハビリテーションの実際を紹介する記事も出てきている（Futagami
and Asano 2006、Toivonen 2008、Miller 2010）。しかしながら、ひきこもりという概念が精神
医学的・科学的な学術用語として定義され位置づけられたのは比較的最近のことであり
（Tateno et al 2012、Arnett 2014）、この５～６年の間に精神医学専門誌にひきこもりテーマ
が登場することが多くなった。ひきこもり人口における精神障害の有病率について論じるもの
（Kondo et al 2013、濱崎2015a、Ryder 2015）やひきこもりを文化結合症候群として捉えるこ
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